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　The 　weight 　of 　tubers 　and 　contents 　of　s亡arch 　and 　vitamin 　C　of 　potatoes （Solα num 　tzaberosum 　L．，　cv ．
Kitaakari，　cv ．　Irish　Cobbler）increaseCl　during　tuber 　development　and 　reached 　maximum 　at　the　end
of 　July　or　 at 　the　 early 　August．　The 　activity 　 of 　L・galactono一γ一星actone 　dehydrogenase（EC 　1．3，2．3，
GLDHase ）increased　during　tuber 　development 　and 　reached 　Inaximum 　just　before　the　tilne　when
vitamin 　C　content 　reached 　the　maximum 　va ！ue ，　and 　then　decreased．

　When 　tubers　of　7　cultivar 　varieties 　of 　potatoes　including　cv ．　Irish　Cobbler，　cv ．　Kitaakari，　 cv ．
Ts  ika，　cv ．　Touya，

　cv ．　Hokkai 　79
，
　cv ．　Shhnakei　575　and 　cv ．　Shimakei　571　were 　stored 　at 　4℃ within

10days 　after 　the　harvest　at 　about 　20℃，　vitamin 　C　contents 　were 　markedly 　decreased　during　one

month 　after 　storage 　and 　then　decreased　gradually　for　3　months 　by　5 〜70％，When 　tubers　were 　stored

at 　4℃，　both　ascorbic 　acid （AsA ）content 　and 　GLDHase 　activity　increased　after 　2　days，　and 　decreased
thereafter．　 The 　decrease　in　 vltamin 　C　content 　duri  cold （4℃） storage 　was 　larger　than　that　of
storage 　at　15℃，　and 　GLDHase 　activity 　was 　higher　in　4℃ −storage 　tubers 　than　tha亡 in　15℃ −storage
tubers．　These　results 　suggest 　that　AsA 　is　supplied 　by　the　increased　GLDH 　ase 　activity 　when 　a　large
amount 　of　AsA 　is　exhausted 　by　a 　strong 　Iow　temperature 　stress ．
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緒　言

　 ジ ャ ガ イモ は ビ タ ミン C （VC ）含量 が 比較的多 く，

一
度に 食する 量 も多い の で ，VC の よい 供給源 で あ る。

しか し， 収穫期が春 と秋で貯蔵性に 富んで い るの で，

他 の 時期 は 貯蔵 した い もを食 して い る。ジ ャ ガ イモ の

貯 蔵 温 度 は，低 い ほ ど 休 眠期間 を延長 す る こ とが 可能

に な り， 発芽 を抑制で きる の で ， 通常 1（陀 以下 の 低温

＊
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で貯蔵 される。貯蔵 中の VC 量 の 変化 に つ い て は い く

つ か の 報告 はあ る が
1−S）

， 種 々 の 品種 の ジ ャ ガ イモ を 用

い て 詳細に研 究 し た 論文 は見当 た らな い 。実際に我々

が 食して い る ジ ャ ガ イモ の VC 量 は，100g 当た り成分

表に示 され る 23  で は な く，50mg 〜数 mg の 開き

が あ るこ とが 報告 され て い る
1殉 。本研究に お い て は，

収穫後 の 貯 蔵条件に よっ て ， VC 量 が どの よ うに 変化

す るか を詳細 に 検討 し， よ り好 ましい 貯蔵条件を明 ら

か に す る こ と を目的 と した。・．・般 に よ く知 られ て い る

男爵薯 の 他 に VC 高含有 品 種 を含 む 7 品 種 の ジ ャ ガ イ

モ の 塊茎 を 4℃，15℃ ，室温 に貯蔵 し，VC 量 の 変化 を

経時的 に 迫跡 した、また ， VC 量 の 変化 の メ カ ニ ズ ム を

知 る H 的 で VC 合成酵素で あ る L一ガ ラ ク トノ ラ ク ト

ン デ ヒ ドロ ゲナ
ー

ゼ （GLDHase と略す ，
　 EC 　I．3．2．3）
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の 活性
4｝

を同時 に 測定 し，本酵素 が VC 量 の 調節に関

与 して い る可能性 を示 した 。

実験方法

　1． 試　料

　農林水産 省
・
北海道農業試 験 場 （島松）で栽 培 され

た （8 月収穫）7 品種，
“
男爵薯

”

，

“
キタア カ リ

”
（VC

高含有品 種 ，ツ ニ カ × 男爵薯〉，
“

ツ ニ カ
”
，

“
トウヤ

”
，

“
北海 79号

”“
島系 575

”
，

“
島系 571

”
，お よ び長崎産

“
男

爵薯
”

（市販 品，5 月収穫） を試料 と して 用 い た 。

　2． 貯蔵方法

　北海道農業試験場で 収穫後 1週 問経 過 し た 塊 茎 ， お

よび 長 崎産 の 市販 塊茎 を 3− 5 個ずつ 紙 の 茶封 筒 に 入

れ，さ らに ダ ン ボー
ル 箱に 入れ て，4℃ お よび 15℃ の

暗所 に貯 蔵 し た。

　 3． デ ン プ ン 価 の 測定

　収穫直後 に ポ テ トゲージ （加川計量機株式会社製）

を用 い ，空中重量と水中重量 を求め次式 （1）（2）によ リ

デ ン プ ン 価 を 求 め た。

　比 重 E ＝ 空中重量f（空中重量
一

水中重 量）一（1）

　デ ン プ ン 価 （％〉＝214．5（E − 1．050）十 7．5 −
（2）

4 ． ビ タ ミ ン C の 定量

　氷水 中で 冷却 した 3〜5個 の 塊茎 か ら試料 を均
一

に

採取 し， 5g を細か く刻 み，氷冷 した ホ モ ブ レ ン ダー（佐

久 聞製作所）に 4％ メ タ リ ン ee　15ml を入れ ， 最高 ス ピ

ー
ドで 30 秒 間磨砕 した 。磨砕液 をナ イ ロ ン ガー

ゼ 2 枚

で濾過 し，10，000xg で 10分 間遠心分離 した 後 上清

の総 VC 量，酸化 型 VC （デ ヒ ドロ ア ス コ ル ビ ン 酸 ，

DHA ）量 を 2，4一ジ ニ トロ フ ェ ニ ル ヒ ドラ ジ ン （DNP ）

法
5）

で 定量 し，還 元型 VC （ア ス コ ル ビ ン 酸，　 AsA ）量

を総 VC 量 か ら DHA 量を差 し引 い て 算 出 した 。

　 5， AsA 合成酵素 （GLDHase ）活性の 測定

　 1） 粗酵素液 （ミ トコ ン ド1丿ア 画分）の 調製

　使用器具お よ び 緩衝液は予め 低温 （O〜4℃ ）に お き，

以 ド全 て の 操作は 低温 で 行 っ た。

　 塊茎数個 の 皮 を剥 き，1cm 角の 大 きさ に した 切 片

200g をフ
ー

ドカ ッ タ
ー

（ナ シ ョ ナル ，　 MK −K 　41）に 入

れ ， 0．4M ス ク ロ
ー

ス お よび 30mM メ ル カ プ トエ タ ノ

ー
ル を含 む 0，1MK − 1」ン 酸緩衝液 （pH7 ．4）を 160ml

ふ りか け なが らすりお ろ し，乳鉢 に移 し，石 英砂 とと

もに さ ら に乳 棒 で 1分 間磨砕 し た 。2 重 に した ナ イ ロ

ン ガ
ー

ゼ で 濾過 した 濾液 を 500xg で 5分 間遠心分 離

し，その 上清をさ らに 10，000xg で 30分 間遠心分 離 し

た，得 られ た 沈殿 を 50〜100ml の 0．4M ス ク ロ
ー

ス

を含 む 0．lMK − 】1 ン 酸緩衝液 （pH7 ．4）に よ く懸濁 し

た。さらに ， もう
一

度 10，GOOxgで 30分 間遠心分離 し

て得 ら れ た 沈殿画分 を，20％ グ リセ ロ
ー

ル
， ユOmM

GSH を含 む 0．1MK 一
リン 酸緩衝液 （pH7 ．4）5−

’20ml

に懸濁 し，粗酵素液と した u

　 2）　GLDHase 活性 の 測定

　前法
6）

に従 っ て 活性 を求 め た。反 応液 ／m1 中に は ，

10mMK 一
リン 酸緩衝 液 （pH7 ．8），シ トク ロ ム C1 ．5

mg ，
　L一ガ ラ ク トノー

γ
一ラ ク トン O．75mg および粗酵素

液 が 含 ま れ た。L一ガ ラ ク トノ
ー
γ
一
ラ ク トン 依 存性 の 還

元 型 シ トク ロ ム （550nm ） の 増力11を 25℃ で 10分 間追

跡 し，1分 聞に 2．Onmol の シ トク ロ ム C を還 元す る

（すなわち，1．Onmol の AsA を生成する）酵素量 を 1

unit と した e

　 6， 蛋白質の 定量

　 子牛．tftl．清ア ル ブ ミン を標準 タ ン パ ク質 と して 川 い ，

Bradford の 方法
7）

に従 っ て 定量 した。

実験結果 お よび考察

　1． 塊 茎 の 生 育に 伴 うデ ン プ ン価，VC 量 お よび

　　　GI、DHase 活性 の 変化

　塊茎貯 蔵 に 伴 うVC 量 お よ び GLDHase 活性 の 変

化を解析す る上 で ， 塊茎 の 生育過程 で の こ れ らの 変化

を知 る こ とは有益 で ある と考え，
一・

　
・meに最もよく利用

され て い る 男爵薯 と高 ビ タ ミ ン C 含有 品種 と して 北

海道農試 で 育種 さ れ た キ タ ア カ リの 2 品種 （い ずれ も

早生）を用 い て，塊茎 の 生 育に伴 うデ ン プ ン 価 ， VC 量

お よび GLDHase 活性 の 変化 を測定 し，結 果 を Fig．1

に 示 した。

　キタ ア カ リ ， 男 爵薯共 に 5 月下旬 に 萌芽 し，6月下旬

に開花した もの は ， 8 月上 旬まで 株当 た り の 重 量が 顕

著に 増加 し，
8 月 16 目 に キ タ ア カ リで 1．22kg／株 ， 男

爵薯 で は 0．94kg／株 と最大 と な り， その 後 8 月下旬 ま

で変化 しなか っ た。

　 デ ン プ ン 価 も塊茎 の 生育 と共 に 徐々 に 増大し，7 月

下旬 に キタ ア カ リ 15．1％，男爵薯 14．1％ と高値 を示

し以後 ほぼ
一定の 値に な っ た 。 株当 た りの 重量 もデ ン

プ ン 価 もキ タ ア カ リの 方 が 男爵薯 より多か っ た。

　塊茎 の VC 量 は 7 月下旬ま で 著 しく増大 し，キタア

カ リで は 46〜51mgAOOg ，男爵薯で は 30〜35mg 〆100

g に達 した 。 AsA 量は総 VC 量の 85％ 以上 を占め ， そ

の 変動 パ タ
ー

ン は 総 VC 量 の それ と類似 して い た。

　 GLDHase 活性 は 7 月下旬ま で 両 品 種 に お い て 著 し

く増大 し ， キ タ ア カ りで 最大活性 が 10unit／g，男 爵 薯

で 7 ，7unit／g と VC 量 の 多い キ タ ア カ リで GLDHase

の 活性 も高か っ た。キタ ア カ リで は活性 が 7 月下旬に
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

日本調理科学会誌　Vo1．32　No ．2 （1999）

15

M

05

（

画

婁
奄
邑
蕊
幽
6◎個

譯
○

α060

　
50

　
40

　
30
　
20

　
10

0

（ ．
甚．
と
6ρ
OO

肖

奄
震

）

り
〉

ヨ
o
【

○

G

蠹・e．・

督
哨

目
）

菖
自
日

OO

7．5

5．0

25

0．0

cv．　K 蓋taakari cv ．　Irish　Cobbler

J糧UJuL2 　A 腿 g ．　Aug ．A 紅 g．　 JuLI　 JuL2　Aug ．　Aug ，Aug．
9　　　　8　　　8　　　 16　　　25　　　　9　　　　8　　　8　　　16　　　25

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ha 胛 es↓time

1716

　 A15

承

　 冨
142
　　鐔
13　S

　　ヒ
125
　 の

11 ●

106e

503

　　≒
40 と

　 8309

205
　 〈

lo 超
　 ●
050

40
　 宕

　 彗
302

　 島
2  起
　 紹
lo 自　 ）

　 ●

0

Hg ．1．　Changes　in　weight ，　starch 　value ，　vitamin 　C 　content 　and 　GLDHase 　activ 一

　　　 量ty　of　tubers　of 　potatoes 　〔cv ，　Kitaakari　and 　cv ．　Irish　Cobbler）　during
　　　 tuber　development．　Tubers　were 　harvested　ln　l994．Data　shown 　are 　mean

　　　 va 正ues 　（n ＝4）．

最 高 値 に 達 し た 後著 し く減 少 し，8 月下 旬 に は 3．4
unit ／g まで 減少 した。男 爵薯で も 7 月下旬以降活性 は

徐 々 に 減 少 した が ，8 月下旬 で も 5．Ounit／g の 活性 が

あ っ た。キ タ ア カ リの 方が 塊茎 の 生育 に 伴 う酵素活性
の 増大

・
減少 が 顕著 で あ っ た。蛋 白 質 1mg 当 た りの

GLDHase 活性 も 7 月下旬に 最大 （キタア カ リ ： 42．6
unit ，男爵薯 ：39．2unit ） と な り，以 後 減 少 した。

　以上 の 結果 ， GLDHase 活性 は VC 量 の 増加に 先立

ち増大 し， 塊茎 の 成熟期に は 減少する こ とが 明 らか に

さ れ た。

2 ． 塊茎 の 冷却貯蔵 に 伴 う VC 量 お よび GI．DHase

　　活性 の変化

　平成 7年度 に 収穫さ れ た 7 品種 （キタア カ リ，男爵

薯，ツ ニ カ，トウヤ ，北海 79号 ， 島系 575， 島系 571）
の 塊茎 を 4℃ に 3 ヶ 月間貯蔵 し，1 ヶ 月毎 に 総 VC ， 還

元 型 VC （AsA ）， 酸化型 VC （DHA ）量 を測定 し た結

10 （104）
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果を Fig．2 に 示 した。貯蔵前 の 新鮮塊茎 の 総 VC 量 は

キタアカ リで 最 も多く （46〜54mg ／10eg）次い で トウ

ヤ （42．6rng／100g），島系 （38．7，36．6mg ／100　g），
ツ

ニ カ （33．3mg ／100g ）， 男爵薯 （22．4mg ／100g ），北海

79号 （19．Omg ／100g）の 順で あ っ た 。中で も，植え付

けが 2週 間遅 くて 同時に 収穫 され た キ タ ア カ リ 2 の

VC 量 が 最 も多か っ た。7 品種 と も，1 ヶ 月後 まで の VC

の 減少 が著 しく，
1〜2 ヶ 月 の 間 は 変化 が 少 な く，2〜3

ヶ 月後 に 再 び減少 した，、貯蔵 3 ヶ 月後 の 総 VC 量は ，

収穫直後 の 約 1／2 に 減少 した。3 ヶ 月後で も， 高含 有品

種 の 総 VC 量 が 多 く，低含有品種．で 少なか っ た。　 AsA

量は 総 VC 量 の 70〜80％ を占め ， 貯蔵中の AsA 量 の

減少 パ タ
ー

ン は総 VC 量 の 減少 パ タ
ー

ン と類似 して い

た 。

　 7 品種 の ジ ャ ガ イ モ 塊茎 を 4℃ に 3 ヶ 月間貯蔵 し，1

ヶ 月毎に GLDHase 活性 を測 定 し た 結果 を Fig，3 に

（
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目欄
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示 した。収穫直後 の GLDHase 活性は VC 量 の 多か っ

た キ タ ア カ リで 最 も高か っ た。どの 品種 に お い て も貯

蔵 1 ヶ 月 の 間 に 活性 は低下 し，1〜2 ヶ 月 の 問 に 活性 が

増大 し，2〜3 ヶ 月の 間に 再び 減 少す る傾 向 が み られ

た。

　そ こ で ， キ タ ア カ リと男爵薯 を材 料 と し て，貯蔵期

間中の VC 量 と GLDHase 活性 の 変化 を詳 細 に 経 時

的 に 追跡 した 結果 を Table　1 に 示 した 。

　キ タ ア カ リ と 男 爵 薯 の 総 Vc 量 は貯蔵前各々 46．6

mg ／lOOg と 28．7mg ／100g で あ っ た が，4℃ に 貯蔵す

る と 2 日後には各々 120％，114％ ま で 増加 した 。1週

間後 に は各々 80％，92％ まで 激減 し， 以後 は徐 々 に減

少 して 85 日後に は 30％ まで 減少 した。キタア カ リと

男 爵薯の 貯 蔵前 の AsA 量 は各 u 総 VC 量 の 約 85％

と 83％ を 占め ， 貯蔵 中 の AsA の 変 動 パ タ
ー

ン は総

VC の それ と類似 し，85 日後 に は貯蔵前の ユ〆3 弱の 量
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Fig ．2．　 Changes　in　vltamin 　C 　content 　of 　potato 　tubers 　during　storage 　at 　4℃ fQr　3　months

Tubers　were 　harvested　in　1995．　Data 　shown 　are 　mean 　values （n 黥4＞．

■，Total　VC ；▲ ，　AsA ；●，　DHA ．　Kitaakari　2　was 　planted 　2　weeks 　later　than　other 　varieties 　and 　harvested 　the　sarne

time．
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　　　　　 Fig．3，　Changes　in　GLDHase　activity 　of 　petato　tubers　during　storage 　at　4℃ for　3　months
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に減少 した 。 両塊 茎 の 貯蔵 前 の DHA 量 は 各々 の 総

VC 景 の 約 15％，17％ で あり，85 日後 に は貯蔵前 の 57

％，56％ まで 減少 した 。

　 キ タ ア カ リ と 男爵薯 の GLDHase 活性 は 貯 蔵前に

各々 10．2，7．7unit／g で あ っ た が ，
　VC の 減 少率が 最大

で あ っ た 5 日後に は 13．8，142unit／g ま で 増大 し， 以

後減少 して 再 び 1 ヶ 月後頃 か ら徐 々 に 増大 し，
71 日後

に は各々 最高値 16．3，
14．7unit／g に な り， 以後再 び 減

少 した 。 蛋白質 1mg 当た りの GLDHase 活性 の 変動
パ タ

ー
ン は g 新鮮重 当た りの 変動 パ タ

ー
ン と類 似 し

て い た。

　以上 の 結果 ， VC 量が急激に減 少 した リ，VC 量が 低

い 状 態に な る と GLDHase 活性 が 高 くな る こ と が 観

察 された の で，GLDHase の 活性 は 生体 内 の VC 量 を
一

定に保持するように 調節 さ れ て い る と考 え ら れ る。

また
， 4℃ 貯蔵 2 日後 に AsA 量 が 増大す る の は ， 塊茎

が 低温 ス i・レ ス を受け AsA の 著 しい 消費が 起 こ り，

それ を補 うべ く AsA の 生合 成が 盛ん に な りオ
ーバ ー

シ フ ト的 に AsA 量 が 増加 した もの と推察 され る。

　 3， 塊茎の VC 量 お よび GLDHase 活性 に 及 ぼ す

　　　貯蔵温 度の 影響

　塊茎 を 4℃ に 貯蔵する と VC の 減少が著 し く， 3 ヶ

月後 で は 貯蔵 前 の 1／2〜1／3 ま で 減少 し た （Fig．2，
Table　1）。そ こ で，男爵薯の 貯蔵温度を 4℃ と収穫 した

時 との 温度差が 10℃ 以 内の 15℃ に設定 し， VC 量 の

減少 の 程度 を比較 した （Fig．4）。貯蔵前に は総 VC 量

が 22．lmg ／10Dg で あ っ た も の が ， 4℃ 貯 蔵 で は 15℃

貯蔵に 比 べ 最初 の 1 ヶ 月聞 の VC 量 の 減 少 が著 し く 3

ヶ 月後 に は VC 量 は 11．Omg ／100g と な っ た。貯蔵 3

ヶ 月問をと お し て常 に 15℃ 貯蔵 の 方 が VC の 残存率

が 高 か っ た 。ま た ， デ ータ は 示 さ な か っ た が
， 室 温

（20− 3 ℃ ） で 貯蔵 した 男爵薯 の 2〜3 ヶ 月後 の VC 残

存率は ．4℃ で貯蔵 した場合 の VC 残存率 よりも高か っ

た 。

　
一

方，GLDHase 活性 は，　 Fig．4 に 示す ように ，　 VC

量 の 残存率の 低 い 4℃ 貯蔵 で 著 し く増大 し，3 ヶ 月 間

12 （］D6）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

ジ ャ ガ イ モ 塊 茎 の 生 育 お よび冷却貯蔵 に 伴 うビ タ ミン C 量お よび その 合成酵 素 活 性 の 変化

Table 　1．　 Changes 　in　Vitamin　C　contents 　and 　GLDHase 　activity 　of 　potato

　　　　 tubers 　during　storage 　at　4℃ for　85　days

cv ．　Kitaakari

Storageperiods

〔day）

Contents　 of

Total 　VC 　 　 AsA 　 　 　 DHA

　　　　 （mg ／lOOg ）

GLDHase 　activity

（unit／9） 〔unit ／mg 　Prot．）

  　　　46．6± 1．3　39．8± 1幽3

2　　　　56．1± O．6　48．7：ヒ0．6

5　　 43．8± 1．3　37．3 エ 1．3

8　　　38．1：ヒユ．9　32．4± 1．9

11　　　　35．0±0．8　　30．6±0．8
28　　　36 ．2 ＝ 0．6　3  ．5±0．6

42　　　2〔｝．5±0．5　14．8 ：ヒ0．5

56　　　　ユ8，1士 0、4　 13『0±0．4

71　　　12．0：ヒO．4　　9．5±0，4

85　　　　14．0：： O，3　10．1± O，3

6．8± 1．17

．4± 1．56

．5± 0，55
．7± 0，54

．4上 O．15

．7± 0．25

．7±0．35
．1± 0．22

，6± 0．13

．9±〔〕齟2

10，2± 1．0　　　32．9 ：辷3 ．3

10．6± 1．］　　　34．7±3．4

ユ3．8± 1．6　　　37．9：ヒ4 ．3

1 ．5：ヒ0，9　　 26．6：ヒ2，2

10．1± 1．2　　 31．7エ 3．6
10．正± 0．4　　　25．8± 1．0

7，7：ヒ0、5　　 25 ．8± 1．6

9．2±0噛9　　　32，8±3．2
16．3± 1．4　　　46．1士4．1

12．3：ヒ1 ．1　　 35．5± 3，1

mean 　values （n＝4）± S．　D ．

cv ．　Irish　Cobbler

Storageperiods

（day）

．Centents　of

Total　VC 　　 AsA 　　　 DHA

　　　　 （mgf100g ｝

GLDIIase　activity

（Unit／9〕 〔Unitfmg　prot．）

0　　　　28，7± 2．0　23．9± 2．0

2　　　　32．6±0．5　　25．9± Q．5

5　　　　30．6± 〔｝．5　　25．9±O，5

8　　　26．5±0．8　22．5土 0．8

11　　　　24．5± 1．工　 19 ．0± 1，ユ

28　　　　21 ，〔〕± 0．7　　］5，7 ＝ 0．7

42　　　 11．4 ± 1．5　　7．2 ± 1．5

56　　　 11．2 ：ヒe．3　　6．7± 0．3

71　　　　 7齟7⊥0．3　　5．O±0．3

85　　　　9，0± 0，2 　　6．3士 O．2

4．8±0．56
．7± 0．34

．7士0．34
．  ±e．25

．5±   ．25

．3± 0．24

．2±0．24
．5± 0．12
．7± 0．12

．7±0，1

7．7± 1．1　　 30．3± 4，5

13．2＝  ．9　　　40．9：ヒ2．8

142 ±工．4　　 39．1上4，0
10．6上 1．2　 29．6± 3．2

1 ．9：ヒ1．5　　 32，9± 4．5

7．1 ± 1．1　　 21．4± 3，5

7‘8± 0．6　　　23．6± 1．7

14．0± 2．6　　　40 ．1：匚 7．4

14．7 ± 1．4 　　 40，7± 4． 
13．3 ± 2．  　　　38．3± 5．7

　　　　　　　　　　　 mean 　values （n ＝4）± S．　D．

高い 値を保持した が，15℃ 貯蔵 で は活性 の 顕著な増大

は観察さ れ な か っ た 。した が っ て，貯蔵湿度 が 低 い ほ

ど VC の 消費が著 しく，そ れ を補 うべ く合 成酵素活性

が顕著 に増大する もの と考 えられ る。

　以 上 の 結果，塊茎 の 収穫後早 い 時期 に 4℃ の 低温 （温

度差 15℃ 以上）と い っ た 温 度 ス ト レ ス を受け る と，そ

れ に 引 き続き VC 合成酵素活性 が 増大 し，　 VC 量が 一

過的 に 増加す る こ とが 示唆 され た。

　ま た，GLDHase 活性 は 塊茎成熟過程 の VC 合成 の

盛 ん な時や VC 量 が激減 した り，
　 VC 含量 の 低 い 状 態

が 続 く と高 くな り，VC 含量 の 調節 に 関与 して い る こ

とが 強 く示唆 され た。植物 が低温 ス トレ ス を受け る と，

活性 酸 素 が 発 生 し ， そ れ に よ る細胞内 で の 酸化 ス トレ

ス が 生ず る と言 われ て い る
8−’「1，。塊 茎 を 4℃ で 貯 蔵す

る と，15℃ で 貯蔵 した よ りAsA の 減少 が 大 で あ っ た 。

よ り低 い 温度で 貯蔵 され た塊茎 の 方 が 温度 ス トレ ス を

強 く受け，活性酸素 の 発生 が 多 く，活性酸素種 を抗酸

化剤 と し て 捕捉す る こ とが 知 られ て い る AsA の 消 費

が 大で あ っ た と考 え られる．

　植物 が傷害 ス トレ ス を受け る と， 活性酸素が 発生す

る と い われ て い る
12）。ジ ャ ガ イモ を切 片 に して 放 置 し

た実験 で は ，
12 時間後 に AsA の 減少 が 起 こ る ととも

に GLDHase 活性 の 増大が 誘 起 さ れ ，
24 時間以 降 に

AsA の 増大が 観察され て い る
4）。

　 こ の よ うな事実 か ら， 野菜類 の 貯蔵や 非加熱調理 に

際 して は ， 植物 の 種 々 の ス トレ ス に 対す る応答反応を

考慮 し，そ れ を利用 した り制御 する こ と に よ っ て ，機

能性成分 を増加 させ た り品質の劣化を抑制す るこ とが

望 ま れ る。
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Fig ．4．　 Changes　in　vitamin 　C 　content 　alld 　GLDHase
　　　 activity 　of　tubers　of 　potato（cv ．　Irish　cebbler ）

　 　 　 during 　storage 　for　7e　days　at　4℃ and 　15°C
Tubers　were 　harvested　in工994　at　a　farm　in　Nagasaki．
●，Tatal　VC ；■

，
　AsA ； ▲ ，　DHA ．

要　約

　／）　 キタ ア カ リ （VC 高會有品種）お よび 男 爵薯 の 生

育 に 伴 っ て ， 塊茎 の 重量，デ ン プ ン 価，ビ タ ミン C（VC ）

量 が 増大 し， 7 月下旬か ら 8 月上旬に最大値に達 した 。

VC 合成酵素 （GLDHase ）活性 は 7月下旬 に最大 に な

り以後減少 した。

　2）　 ジ ャ ガ イ モ （7品種 ）塊茎 を冷却 （4℃ ）貯蔵す

る と VC 量 も GLDHase 活性 も 1 ヶ 月後 に 顕著 に 減

少 し，1〜2 ヶ 月の 間は変化が 少 な く，2〜3 ヶ 月後 に 再

び 減少 した 。 3 ヶ 月後の VC 量 は 収穫 直後 の 1／2〜1／3
に な っ た 。GLDHase 活性 は VC 量 が 著 し く減少す る

時期 お よび 貯蔵 2 ヶ 月以降の VC 含量 の 低 い 時期 に高

くなっ た、

　3） 収 穫直後 に 塊茎 を 4℃ に 移 す と そ の 2〜3 日後

に VC 量 お よび GLDHase 活性 が 増大 し， 以後減少 し

た。

　4）　ジ ャ ガ イモ 塊茎 を 15℃ に 貯蔵 した 方が ，4℃ に

貯 蔵 し た 揚 合 よ り も VC 量 の 減 少 が 小 さ く，
GLDHase 活性 は 低 く保た れ た 。
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